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愛
媛
県
は
、
中
山
間
地
域
の
基
幹
作
物
の
一
つ
と
し
て
原
木
椎
茸

の
栽
培
が
盛
ん
で
、
乾
椎
茸
生
産
量
は
全
国
第
４
位
（
平
成
22
年
）

を
誇
り
ま
す
。
主
産
地
の
肱
川
流
域
で
は
、気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
、

こ
れ
か
ら
乾
椎
茸
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

　

乾
椎
茸
に
使
わ
れ
る
の
は
、
原
木
栽
培
で
収
穫
さ
れ
た
肉
厚
な
椎

茸
。
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉
樹
に
植
菌（
椎
茸
菌
を
植
え
付
け
）

し
て
か
ら
、収
穫
ま
で
に
は
約
２
年
か
か
り
ま
す
。そ
の
椎
茸
を
じ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
て
、
風
味
の
良
い
乾
椎
茸
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

愛
媛
県
内
の
Ｊ
Ａ
か
ら
集
め
ら
れ
た
乾
椎
茸
は
、「
全
農
乾
椎
茸

格
付
共
販
事
業
」
を
通
じ
て
約
27
ｔ
を
全
国
の
量
販
店
に
販
売
し
て

お
り
、
愛
媛
産
乾
椎
茸
は
、
形
状
や
色
、
光
沢
、
乾
燥
具
合
、
規
格

が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
」
な
ど
で

毎
年
上
位
を
占
め
る
な
ど
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

愛
媛
県
椎
茸
同
志
会
の
成な

る

高た
か

王た
ま

洋ひ
ろ

会
長
（
大
洲
市
）
は
、「
山
の

中
で
美
味
し
い
清
水
を
栄
養
と
し
て
育
ち
、
そ
の
※

廃は
い

ほ
だ
木
は
ま

た
山
の
栄
養
と
な
る
地
域
循
環
型
の
安
心
安
全
健
康
食
品
」
と
乾
椎

茸
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。
同
志
会
で
は
、
農
家
の
技
術
向
上
を
め
ざ

し
て
県
内
で
も
「
乾
椎
茸
品
評
会
」
を
毎
年
開
催
す
る
ほ
か
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
農
家
自
ら
が
考
え
た
「
乾
椎
茸
を
使
っ
た
料
理
」

レ
シ
ピ
を
提
案
し
、経
営
安
定
と
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
廃
ほ
だ
木
…
全
収
穫
（
約
４
年
間
）
を
終
え
た
木

Vol.150

乾ほ
し

椎し
い

茸た
け

（
肱
川
流
域
）

JA周桑

今治市伯方町
北浦地区

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

肱川流域

▼

平
成
22
年
「
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞
（
大
葉
中
肉
の
部
）
を
受
賞
し
た
成
高

さ
ん
の
乾
椎
茸

▼

選
果
場
風
景
。
大
洲
市
の
共
選
場
で

は
、
県
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
乾

椎
茸
を
統
一
基
準
で
選
別
・
出
荷

▼

乾
燥
風
景
。
原
木
栽
培
の
椎
茸
を
、

湿
度
を
考
慮
し
水
分
や
色
・
光
沢
に

留
意
し
な
が
ら
丸
1
日
か
け
て
乾
燥

す
る



今月の表紙

　梅の実がたわわに実る頃、梅雨の季節
もやってきます。
　おばあちゃん主導の梅干しづくりは子
どもたちも一緒に、洗い梅を拭くお手伝
い。塩をまぶし、漬け込み、梅雨が明け
れば天日干しと、手間のかかる作業もみ
んなで楽しく待ちわびつつ…。祖母から
子へとつながっていく我が家の梅干しが
できあがります。
●表紙：梅干し漬け
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.150

乾椎茸
（肱川流域）

●2　 　〈特集〉

	 「トータルアグリード事業」の取り組み②
耕種事業ビジネスモデル

	 	生産と販売等トータル対策を通じて
	 ブランド化・有利販売を推進！

●6　　 THE・ねっとわーく

●9　　 統計BOX

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.218

五木ひろしさんとア・ラ・モード
レーモンド松屋さん

●12　　 TOPIC NEWS

●13　　 なんでもBOX

●14　　 JAふるさと自慢Vol.150「直売所めぐり」

 さわやか市〜Aコープつしま店〜
 得々会〜Aコープ松野店〜
 にこにこ市〜Aコープみま店〜

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉枝豆

June 2013

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



（
１
）
目
標

　

異
常
気
象
等
に
対
応
す
る
優
良
品
種
へ

の
転
換
と
高
品
質
安
定
生
産
及
び
販
売
体

制
の
確
立
を
目
標
に
掲
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
、
米
の
高
温
耐
性
品
種
「
に
こ
ま

る
」、
高
品
質
で
安
定
的
な
収
穫
量
が
確

保
で
き
る
は
だ
か
麦
の「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

①　
「
に
こ
ま
る
」

　

２
月
18
日
に
愛
媛
県
の
奨
励
品
種
と
な

っ
た
「
に
こ
ま
る
」
は
、
25
年
度
５
５
０

ha
・
８
９
０
ｔ
の
集
荷
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

昨
年
は
県
内
９
Ｊ
Ａ
・
41
か
所
に
実

証
圃
を
設
置
し
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比

べ
て
成
熟
期
が
３
～
11
日
程
度
遅
い
も
の

の
、
収
量
は
５
～
10
％
程
度
の
多
収
と
な

り
、
1
等
比
率
は
68
・
２
％
で
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
の
47
・
８
％
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
「
に
こ
ま
る
」
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
今
年
４
月
か
ら
３
年
間
、
新
た
に
販
売
に
重
点
を
置
い
た
ト
ー
タ
ル
戦
略
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド

事
業
」
を
展
開
し
、
担
い
手
の
所
得
確
保
と
経
営
安
定
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
号
で
は
、
事
業
全
体
の
目
的
・
展
開
方
策
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
米
麦
・
野
菜
花
卉
・
果
実
に
つ

い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

産
地
導
入
と
生
産
振
興
計
画
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
優
良
種
子
の
確
保
・

安
定
供
給
、
大
規
模
経
営
体
へ
の
契
約
的

栽
培
の
推
進
に
よ
る
面
積
確
保
と
安
定
生

産
体
制
の
提
案
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
大
口

担
い
手
の
集
荷
対
策
や
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の

同
行
推
進
に
よ
る
集
荷
拡
大
、
作
業
の
効

率
化
や
省
力
化
に
向
け
た
農
機
利
用
、
基

肥
一
発
肥
料
や
「
育
苗
箱
全
量
施
肥
（
苗

箱
ま
か
せ
）」
な
ど
省
力
資
材
の
実
証
・

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
米
麦
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

優
良
品
種
へ
の
転
換
と
高
品
質

安
定
生
産
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

特

集

◆特集：「トータルアグリード事業」の取り組み②耕種事業ビジネスモデル

生
産
と
販
売
等
ト
ー
タ
ル
対
策
を
通
じ
て

ブ
ラ
ン
ド
化
・
有
利
販
売
を
推
進
！

2



②　
「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」

　
「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」
は
、
今
年
の
４
月

28
日
に
産
地
品
種
銘
柄
と
な
り
ま
し
た
。

25
年
度
11 

ha
・
35
ｔ
の
集
荷
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

主
力
品
種
の
「
マ
ン
ネ
ン
ボ
シ
」
よ

り
収
穫
期
が
早
い
「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」

へ
の
転
換
に
向
け
て
、
平
成
25
年
度
は
、

産
地
実
証
試
験
や
導
入
に
向
け
た
振
興

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
６
Ｊ

Ａ
で
実
証
圃
を
設
置
し
、
品
種
特
性
の

把
握
、
地
域
に
お
け
る
適
応
性
、
慣
行

品
種
に
対
す
る
優
位
性
な
ど
の
検
証
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
目
標

　

愛
媛
県
内
で
広
く
栽
培
さ
れ
、
取
扱

量
が
多
く
特
に
重
要
な
品
目
と
し
て
、

「
き
ゅ
う
り
」「
い
ち
ご
」
を
設
定
。
高

品
質
安
定
生
産
及
び
県
域
品
質
統
一
化

を
整
備
し
、
有
利
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
予
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
た

「
伊
予
美
人
」
の
生
産
・
販
売
体
制
を
普

及
・
拡
大
し
、
高
品
質
安
定
生
産
に
基

安
心
、
高
品
質
・
良
食
味
の
県
産
ブ
ラ
ン

ド
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
と
も

に
、市
場
評
価
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、

生
産
・
販
売
取
り
組
み
方
針
で
は
、
県
基

準
か
ら
化
学
農
薬
・
化
学
合
成
肥
料
を
３

割
以
上
削
減
し
た
エ
コ
栽
培
体
系
の
確
立

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
安
全
・
安
心
、
良
食

味
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
、
消
費
者
か
ら

の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
野
菜
・
花
卉
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

き
ゅ
う
り
・
い
ち
ご
・
里
芋
の

有
利
販
売
・
販
路
開
拓
を
推
進

JA営農・販売・購買担当者ならびに
JATACによる現場対応

生産資材部門による
課題解決への提案

TAC県域チームによる
部門間調整

縦横のつながりを重視した実直な現場対応力強化

－ビジネスモデル取組の考え方－

－ビジネスモデル品目目標（平成25～27年度）－

米麦販売強化

「 トータルアグリード事業」
米麦の取り組み

【方針】買い取り販売方式による生産者の手取り向上と代金精算
の迅速化、JA系統集荷の拡大に取り組む。また、大規模経営体へ
契約的栽培を促進し、生産と直結した販売チャネルの拡充を図る
とともに、販売先に対し提案型企画販売を実施する。

【重点振興品目】：（米）コシヒカリ、あきたこまち、
ヒノヒカリ

（麦）はだか麦（マンネンボシ）
【重点対策品目】：（米）にこまる

（麦）はだか麦（ハルヒメボシ）

－米麦（面積・集荷）の目標（平成25～27年）－
米（生産面積） 15,300 ha 　⇒　15,300 ha
米 （集荷量） 16,000トン　⇒　16,000トン
はだか麦（生産面積） 　1,700 ha 　⇒　 1,700 ha

•異常気象等に対応する優良品種への転換と高品質安定生産
及び販売体制の確立を目指す。

•にこまる （生産面積）

 （集荷量）

•ハルヒメボシ （生産面積）

 （集荷量）

550ha

890ｔ

11ha

35ｔ

⇒

⇒

⇒

⇒

1,000ha

1,620ｔ

150ha

480ｔ

▲にこまる
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②　

い
ち
ご

　

い
ち
ご
は
、
健
全
な
定
植
苗
の
安
定
確

保
の
実
施
、
軽
量
規
格
（
２
７
０
ｇ
）
に

よ
る
㎏
単
価
の
向
上
や
作
業
効
率
化
（
簡

素
化
）、
反
収
と
系
統
出
荷
率
の
向
上
、

業
務
・
加
工
需
要
へ
の
対
応
に
よ
る
販
路

開
拓
・
拡
充
を
進
め
ま
す
。

③　

里
芋

　

里
芋
「
伊
予
美
人
」
は
、
全
期
マ
ル
チ

栽
培
や
生
分
解
性
マ
ル
チ
へ
の
移
行
、
一

発
肥
料
等
に
よ
っ
て
省
力
化
を
進
め
面
積

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
の
数
量
拡
大
を
見
据
え
、
新
規
販

売
先
や
既
存
販
売
先
へ
の
販
売
強
化
、
親

芋
や
規
格
外
品
目
の
業
務
・
加
工
需
要
へ

の
販
路
開
拓
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
目
標

　

愛
媛
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
紅
ま
ど
ん

な
」「
甘
平
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目

に
設
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
高

品
質
安
定
生
産
及
び
愛
媛
チ
ー
ム
と
し
て

販
売
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
産
対
策
と
し
て
は
、
①
各
技
術
部
会

に
お
け
る
試
験
実
施
を
通
じ
て
、
施
肥
・

防
除
・
栽
培
技
術
の
確
立
、
②
面
積
及
び

生
産
量
等
の
適
地
適
作
を
基
本
と
し
た
規

模
拡
大
推
進
、
③
適
地
で
の
点
滴
潅
水
装

置
及
び
簡
易
施
設
等
の
効
率
的
な
施
設
化

に
よ
る
高
品
質
安
定
生
産
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

販
売
対
策
と
し
て
は
、
①
目
揃
え
会
等

の
実
施
を
通
じ
て
選
果
基
準
に
基
づ
い
た

品
質
統
一
を
行
う
と
と
も
に
、
統
一
段
ボ

ー
ル
に
よ
る
愛
媛
チ
ー
ム
と
し
て
の
販
売

づ
く
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

①　

き
ゅ
う
り

　

病
害
虫
防
除
対
策
や
新
規
生
産
者
の

確
保
や
増
反
等
の
取
り
組
み
に
あ
わ
せ

て
、
栽
培
講
習
会
で
栽
培
技
術
の
高
位

平
準
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

販
売
対
策
と
し
て
は
、
き
ゅ
う
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
期
間
固
定
値
決

め
等
を
通
じ
た
愛
媛
産
の
売
り
場
確
保
、

加
工
業
務
向
け
の
下
位
等
級
品
の
契
約

な
ど
安
定
価
格
の
確
保
と
価
格
の
下
支

え
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
果
実
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

愛
媛
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

「
紅
ま
ど
ん
な
」「
甘
平
」
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販
路
拡
大

－ビジネスモデル取組の考え方－

－ビジネスモデル品目目標（平成25～27年度）－

野菜・花卉販売強化

「 トータルアグリード事業」
野菜・花卉事業の取り組み

【方針】地域特性を活かしたブランド化を図り、愛媛チームによ
る県域販売の取り組み強化を展開するとともに、業務加工用需要
に対応するための体制整備に取り組む。

【県域戦略品目】：トマト、なす、ピーマン、たまねぎ、
レタス、ブロッコリー、デルフィニウム、
トルコギキョウ

【重点対策品目】：きゅうり、いちご、里芋

－野菜・花卉（企画販売・直販）の目標（平成25～27年）－
企画販売　H25：220,000千円　⇒　H27：250,000千円
直　　販　H25：252,000千円　⇒　H27：290,000千円

•愛媛県下広域で栽培され、取扱量が多く特に重要な品目として、
高品質安定生産及び県域品質統一化を整備し有利販売を目指す。

•東予地域をモデルとした「伊予美人」の生産・販売体制を県下JA
へ普及・拡大し、高品質安定生産に基づくブランド化を目指す。

•きゅうり （生産）
 （販売）
•イ チ ゴ （生産）
 （販売）
•さといも （生産）
 （販売）

100ha
7,000ｔ
30ha

1,200ｔ
100ha

2,100ｔ

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

100ha
7,100ｔ
32.5ha
1,300ｔ
115ha

2,300ｔ

JA営農・販売・購買担当者ならびに
JATACによる現場対応

生産資材部門による
課題解決への提案

TAC県域チームによる
部門間調整

縦横のつながりを重視した実直な現場対応力強化

◆特集：「トータルアグリード事業」の取り組み②耕種事業ビジネスモデル
特

集
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体
制
の
確
立
、
②
企
画
販
売
の
積
極
的
な

提
案
推
進
に
よ
る
販
路
拡
大
、
知
名
度
向

上
に
よ
る
有
利
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。

①　
「
紅
ま
ど
ん
な
」

　

雨
よ
け
等
施
設
化
に
よ
る
成
熟
期
（
10

月
下
旬
以
降
）
の
果
皮
障
害
防
止
対
策
、

早
期
摘
果
及
び
灌
水
に
よ
る
肥
大
促
進
、

８
月
下
旬
以
降
の
節
水
管
理
に
よ
る
品
質

向
上
対
策
を
進
め
ま
す
。

②　
「
甘
平
」

　

開
花
期
か
ら
９
月
中
旬
頃
ま
で
の
土

壌
乾
燥
防
止
に
よ
る
裂
果
軽
減
（
２
～

３
割
未
満
）
対
策
、
適
正
着
果
量
（
12

果
／
㎡
）
を
目
安
に
時
期
ご
と
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
摘
果
に
よ
る
樹
勢
維
持
及
び

隔
年
結
果
防
止
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
販
売
対
策
と
し
て
、
糖
度
基
準
の

ア
ッ
プ
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

回
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
ト

ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
米
麦
・
野

菜
花
卉
・
果
実
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
ほ
か
、
県
域
戦
略
品
目
・
基
幹
品
目
、

重
点
対
策
品
目
・
地
域
振
興
品
目
等
を

設
定
し
、
生
産
振
興
・
販
売
対
策
、
資

材
対
策
等
総
合
的
に
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
営

農
振
興
計
画
を
踏
ま
え
て
、
Ｊ
Ａ
と
の

協
議
に
よ
り
推
進
品
目
の
絞
り
込
み
（
選

定
）
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ

全
農
え
ひ
め
の
担
当
者
及
び
Ｔ
Ａ
Ｃ
が

連
携
を
密
に
し
、
品
目
ご
と
の
課
題
抽

出
を
行
い
、
各
種
要
領
を
活
用
し
な
が

ら
一
体
と
な
っ
て
目
標
達
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今

－ビジネスモデル取組の考え方－

－ビジネスモデル品目目標（平成25～27年度）－

果実販売強化

「トータルアグリード事業」
果実事業の取り組み

【方針】産地に応じた生産振興計画に基づき、愛媛県産果実を消費者により定
着させるための時期ごとの品種リレー販売を行うとともに、企画販売及び直
販等を行い有利販売に努め、タイムリーな消費宣伝等の販売戦略を展開する。 

【 基 幹 品 目】：宮川早生、南柑20号、ポンカン、
宮内伊予柑、不知火、キウイフルーツ、柿

【地域振興品目】：レモン、はれひめ、はるみ、はるか、
八朔、ひめのつき、せとか、清見、
河内晩柑、タロッコ、カラ、栗

【重点対策品目】：紅まどんな、甘平

－果実（企画販売・直販）の目標（平成25～27年）－
企画販売　H25：400,000千円　⇒　H27：450,000千円
直　　販　H25：568,000千円　⇒　H27：760,000千円

•愛媛オリジナル品種（紅まどんな、甘平）としてのブランド
化へ向けた高品質安定生産及び愛媛チームとしての販売体制
の確立を目指す。

•紅まどんな （生産） 

 （販売）

•甘　　　平 （生産）

 （販売）

120ha

1,300ｔ

130ha

700ｔ

⇒

⇒

⇒

⇒

150ha

2,000ｔ

160ha

2,000ｔ

JA営農・販売・購買担当者ならびに
JATACによる現場対応

生産資材部門による
課題解決への提案

TAC県域チームによる
部門間調整

縦横のつながりを重視した実直な現場対応力強化

▲「紅まどんな」選果目あわせ会
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

「
果
樹
王
国
え
ひ
め
」
の

み
か
ん
・
伊
予
柑
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は
じ
め
愛
媛
産

果
実
の
消
費
宣
伝
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
『
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
４

人
を
募
集
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使
に
よ
る

消
費
宣
伝
活
動
は
昭
和
34
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、今
回
が
55
回
目
と
な
り
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①�　

愛
媛
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
の
元
気
で
明
る
く
好
感
の

持
て
る
方
。

②�　

モ
デ
ル
な
ど
特
定
の
会
社
や
団
体
等

と
専
属
契
約
し
て
い
な
い
方
で
、
他
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
な
い

方
。

③�　

愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
必
ず
参
加
で
き
、

明
朗
・
快
活
で
表
現
力
豊
か
な
方
。

④�　

勤
務
先
・
学
校
等
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
、
愛
媛
み
か
ん
大
使
と
し
て
年

間
活
動
で
き
る
方
。

◆
応
募
方
法

①�　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
既
存
の
履

歴
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
判
程
度
の
上
半
身
の
写
真
を

添
え
て
、応
募
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

果実課

愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
を
募
集

②�　

応
募
用
紙
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
・
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
・
各
テ

レ
ビ
局
・
愛
媛
新
聞
社
・
各
大
学
・
専

門
学
校
の
受
付
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間

①�　

平
成
25
年
６
月
10
日
（
月
）
～
７
月

19
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
審
査
方
法

①　

事
前
審
査
（
書
類
審
査
）

　
　

７
月
25
日
（
木
）

※�

事
前
審
査
の
結
果
は
、
直
接
ご
本
人
に

連
絡
し
ま
す
。

②　

最
終
審
査
（
面
接
審
査
）

　

�　

８
月
７
日
、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
で
面

接
審
査
を
行
い
、
４
人
を
選
考
。

　

�　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
研

究
同
志
会
長
、
女
性
果
樹
同
志
会
長
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
審
査
し
ま
す
。

※�

最
終
審
査
の
結
果
は
、
８
月
中
旬
に
直

接
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
任
命
式
（
８
月
22
日
）

　

関
係
者
に
よ
る
任
命
式
を
行
い
、
マ
ス

コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

◆　

副
賞
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①　

愛
媛
み
か
ん
大
使
（
４
人
）

　
　

委
嘱
料
20
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

②　

最
終
審
査
出
席
者
全
員

　

�　

書
類
審
査
に
合
格
し
最
終
審
査
に
出

席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
交
通
費
と
愛

媛
の
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
を
進
呈
し
ま
す
。

◆
『
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
の
活
動

①　

任　
　

期

　
　

平
成
25
年
９
月
～
26
年
８
月
末

②　

活
動
内
容

　

�　

全
国
各
地
で
の
表
敬
訪
問
、テ
レ
ビ
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
出
演
、
試
食
宣
伝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
（
日
当
・
交
通

費
・
制
服
一
式
を
支
給
）。

③　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

●　

11
月
（
み
か
ん
）

　
　

東
京
・
大
阪

　

●　

１
～
２
月
（
伊
予
柑
）

　
　

東
京
・
大
阪
・
北
海
道
他

　

●　

４
月　

　
　
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

▲

２
０
１
２
愛
媛
み
か
ん
大
使
の
皆
さ
ん

応募先・問い合わせ
〒790−8555
松山市南堀端町２番地３
JA全農えひめ果実課
　愛媛みかん大使募集係
　　℡089−948−5484
【ホームページアドレス】
http://www.eh.zennoh.or.jp
（６月10日公開予定）
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
野
菜

花
卉
課
は
、
４
月
23
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
別
館

で
「
平
成
25
年
産
夏
秋
野

菜
出
荷
協
議
会
」
を
開
き
、
主
力
13
品
目

の
販
売
基
本
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

　

栽
培
面
積
は
、
全
体
で
前
年
比
98
％
の

２
６
６
ha
。
共
販
量
は
、
全
体
で
は
前
年

比
１
０
６
％
の
１
万
２
、５
２
５
ｔ
を
計

画
し
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

《
販
売
基
本
方
針
》

①　

多
元
的
販
売
の
取
り
組
み
強
化

　

東
日
本
産
地
等
の
京
阪
神
市
場
へ
の
出

荷
ウ
エ
イ
ト
増
や
風
評
被
害
な
ど
の
販
売

環
境
を
踏
ま
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
卸
売
市
場

と
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
契
約
的
な
取

引
拡
大
に
よ
る
安
定
販
売
を
進
め
ま
す
。

　
「
え
ひ
め
野
菜
」
の
売
り
場
確
保
に
向

け
て
、
市
場
お
よ
び
県
内
外
の
量
販
店
等

と
の
結
び
つ
き
販
売
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

夏
秋
野
菜
出
荷
協
議
会
を
開
催

共
販
量
は
前
年
比
１
０
６
％
を
計
画

野　菜
花卉課

　

ま
た
、
品
目
別
課
題
等
に
対
す
る
取
り

組
み
と
と
も
に
、
愛
媛
チ
ー
ム
事
業
方
式

の
拡
充
を
図
っ
て
生
産
・
販
売
・
購
買
対

策
を
講
じ
ま
す
。
県
・
種
苗
会
社
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
品
目
ご
と
に
栽
培
講
習

会
や
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

④　

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

　

生
産
情
報
（
概
況
・
出
荷
計
画
）
な
ど

情
報
発
信
の
強
化
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
産

地
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
適
正
使

用
・
履
歴
記
帳
の
徹
底
、
出
荷
資
材
・
販

売
資
材
に
お
け
る
適
正
表
示
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

《
市
場
か
ら
の
主
な
要
望
項
目
》

①�　

栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
に
よ
る
出

荷
量
の
確
保
（
ロ
ッ
ト
の
拡
大
）。

②�　

長
期
安
定
出
荷
（
施
設
化
・
気
象
災

害
に
強
い
産
地
づ
く
り
）。
※
き
ゅ
う

り
は
全
国
的
な
抑
制
産
地
の
減
少
で
９

月
は
品
薄
傾
向
。

③�　

適
期
収
穫
と
品
質
・
食
味
の
安
定
化

対
策
（
個
人
間
・Ｊ
Ａ
間
格
差
の
是
正
、

棚
も
ち
の
向
上
）。

④�　

高
温
時
の
鮮
度
保
持（
予
冷
の
徹
底
）。

⑤�　

精
度
の
高
い
産
地・出
荷
情
報
の
発
信
。

⑥　

選
果
選
別
の
徹
底
。

⑦�　

出
荷
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な
販
促

の
実
施
。

⑧　

規
格
・
出
荷
資
材
の
統
一
。

　

ま
た
、
県
内
各
産
地
の
特
色
を
活
か
し

た
品
目
提
案
を
強
化
し
、
販
売
先
・
消
費

者
か
ら
の
支
持
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

多
様
な
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
出

荷
形
態
・
荷
姿
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

②　

販
売
促
進
活
動
の
強
化

　

県
内
各
産
地
の
夏
秋
野
菜
が
出
揃
う
７

月
を
「
え
ひ
め
フ
ェ
ア
」
強
化
月
間
と
し
、

対
面
型
販
売
の
計
画
実
施
に
よ
り
、「
え

ひ
め
野
菜
」の
早
期
棚
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

出
荷
最
盛
期
に
お
い
て
は
、
食
べ
方
提

案
な
ど
試
食
宣
伝
の
実
施
に
よ
り
、「
え

ひ
め
野
菜
」
の
知
名
度
向
上
と
購
入
促
進

を
図
り
、
棚
の
長
期
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
え
ひ
め
野
菜
販
売
協
力
店
」

を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
販
売
協
力
店

の
消
費
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
企

画
し
、「
え
ひ
め
野
菜
」
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
と
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。「
え
ひ
め

の
食
」企
画
を
通
じ
た
広
報
対
策
や
、メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
た
産
地
情
報
の
発
信
な
ど
、
消
費

者
へ
の
情
報
発
信
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

③�　
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
等

に
よ
る
産
地
振
興

　

果
菜
類
な
ど
県
域
主
要
品
目
を
核
と
し

た
生
産
振
興
対
策
を
講
じ
、
生
産
基
盤
強

化
・
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、パ
ー
ト
ナ
ー

卸
売
市
場
へ
の
計
画
安
定
出
荷
体
制
の
確

立
に
努
め
、
販
売
先
・
消
費
者
に
支
持
さ

れ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成25年産　夏秋野菜出荷計画表�
（単位：ha、トン、％）

品　　目
出荷計画 前年比（％）

面積 共販量 面積 共販量

き ゅ う り 86.1� 5,394� 103� 107�

一 寸 蚕 豆 34.2� 407� 86� 110�

枝 豆 14.4� 90� 102� 107�

イ ン ゲ ン 17.2� 106� 102� 98�

生 椎 茸 450� 102�

ト マ ト 34.4� 2,758� 101� 111�

ミニトマト 7.0� 286� 97� 109�

ピ ー マ ン 20.1� 1,071� 94� 108�

伊 予 な す 16.0� 1,152� 100� 104�

松山長なす 4.6� 260� 90� 104�

絹かわなす 2.3� 206� 65� 70�

メ ロ ン 8.1� 53� 103� 153�

アスパラガス 21.8� 293� 98� 105�

合　計 266.2� 12,525� 98� 106�
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め
て
い
き
ま
す
。

【
契
約
条
件
】

①　

施
工
坪
30
坪
以
上
。

②�　

県
内
で
建
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
物

件
、も
し
く
は
土
地
を
取
得
予
定
の
方
。

③�　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
契
約
で
、

原
則
と
し
て
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に

着
工
で
き
る
物
件
。

④�　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
住
宅
取
扱
要
領

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
も
展
開
中

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、
同
時
に
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
」
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
住
ま
い
の
中
で
傷
み
や
す
い
バ
ス
・

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
外
壁
や

屋
根
の
塗
装
な
ど
、
住
ま
い
の
お
悩
み
を

解
決
し
な
が
ら
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
最
適

な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
お
手
ご
ろ
価
格
で

快
適
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

新
築
・
増
改
築
な
ど
住
ま
い
に
関
す
る

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
住
宅
担
当
窓
口
、
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
施
設
農
住
課
（
☎
０
８
９
（
９
４
８
）

５
４
７
３
）
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、

社
会
的
に
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
が
進
む
中
で
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
省

エ
ネ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ
フ
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、平
成
25
年
12
月
30
日
ま
で
、

「
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
プ
レ
ミ
ア
ム
エ

コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
企
画
型

オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
A
g
e
（
エ
イ
ジ
）」

ま
た
は
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
を
ご
成
約

い
た
だ
い
た
方
に
、
①
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
４
６
０
ℓ
」、
②

遮
熱
ガ
ラ
ス
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
付

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
」
を
標
準
装
備
（
シ

ン
プ
ル
タ
イ
プ
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
）し
て
お
り
、

オ
プ
シ
ョ
ン
工
事
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
も
装
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
で
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
や
広
報
誌
等
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に
努

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
プ
レ
ミ
ア
ム

エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

施　設
農住課
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9

図１　大豆の作付面積、収穫量及び10ａ当たり収量
　　　（愛媛県）

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」
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作
　
付
　
面
　
積
）

（
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ａ
当
た
り
収
量
）（

収
　
穫
　
量
）

10ａ当たり収量

作付面積

食用
993千トン
（27％）

国産
223千トン
（22％）

豆腐
58％
（26％）

納豆
13％
（24％）

その他
11％

煮豆
総菜
10％
（67％）

味噌
醤油
8％
（11％）

輸入
770千トン
（78％）

○　我が国の大豆の需要量（平成21年）

　注：（　）内は各用途における国産シェアである。
資料：農林水産省生産局調べ

○　食用大豆の国産、輸入割合（平成21年）

○　国産大豆の用途別供給割合（平成21年）

油糧用
2,485千トン
（68％）

その他
190千トン
（5％）

飼料、
種子等

きな粉、
お菓子等

図２　大豆の需要動向

成
25
年
産
の
「
経
営
所
得
安
定
対

策
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

対
策
は
、
販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的

に
下
回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
経
営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
麦
・
大
豆
等
へ
の
作
付

転
換
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
月
は
、「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
で
対
象
作
物
と
な
っ
て
い
る
、
日

本
の
食
卓
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大

豆
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
産
大
豆
の
全
国
の
作
付
面
積

は
13
万
１
、１
０
０
ha
で
、
前
年
産
に
比

べ
て
５
、６
０
０
ha
（
４
％
）
減
少
し
ま

し
た
。
収
穫
量
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
生

育
が
お
お
む
ね
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
10
ａ
当
た
り
収
量
が
前
年
産
を
20
㎏

（
13
％
）
上
回
り
１
８
０
㎏
と
な
っ
た
た

め
、
前
年
産
に
比
べ
て
1
万
７
、１
０
０

ｔ
（
８
％
）
増
加
し
、
23
万
５
、９
０
０

ｔ
と
な
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
の
作
付
面
積
は
３
２
４
ha
で
、

前
年
産
に
比
べ
61 

ha
（
16
％
）
減
少
し
ま

し
た
。10
ａ
当
た
り
収
量
が
１
７
１
㎏
と
、

万
３
、０
０
０
ｔ
（
22
％
）、
輸
入
が
77
万

ｔ
（
78
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
産

大
豆
は
味
の
良
さ
、
安
心
感
等
が
評
価
さ

れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
量
が
豆
腐
、
煮
豆
、

納
豆
等
の
食
品
用
向
け
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

近
年
の
国
際
的
な
穀
物
需
給
の
ひ
っ
迫

等
に
対
応
し
、
国
産
農
産
物
の
安
定
供
給

体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
業
者
の
作
付
け
意
欲
を
高
め
、
大

豆
の
生
産
性
及
び
品
質
の
向
上
や
作
付
け

の
拡
大
を
推
進
し
、
国
内
生
産
力
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

前
年
産
に
比
べ
て
35
㎏
（
26
％
）
増
加
し

た
た
め
、
収
穫
量
は
、
前
年
産
に
比
べ
て

30
ｔ
（
６
％
）
増
加
し
、
５
５
４
ｔ
と
な

り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

わ
が
国
の
大
豆
の
需
要
量
は
、
油
糧

用
に
つ
い
て
国
際
価
格
の
高
騰
の
影

響
に
よ
り
な
た
ね
油
に
移
行
し
た
た

め
、
近
年
は
４
０
０
万
ｔ
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
需
要
量
は

３
６
６
万
８
、０
０
０
ｔ
で
、
う
ち
食
用

は
99
万
３
、０
０
０
ｔ
（
27
％
）
で
す
。

食
用
大
豆
の
供
給
の
内
訳
は
、
国
産
が
22

自給率目標達成のため、大豆の作付け拡大を
－平成24年産大豆（乾燥子実）の収穫量（全国農業地域別・都道府県別）結果から－

愛
媛
の
大
豆
の
収
穫
量
は

前
年
産
に
比
べ
増
加

国
産
大
豆
は
、
ほ
ぼ
全
量
が

食
品
用
向
け
に
供
給
さ
れ
る

平
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西条市出身、在住。1951（昭和26）年２月11日生まれ。シ
ンガーソングライター。高校時代よりバンド活動を開始。卒業
後、上京し音楽学校で学び、帰省。地元で音楽以外の仕事の傍ら、
四国を拠点に音楽活動を行う。1980年、NHKテレビ「ヤング
ミュージックショー」中四国代表で出演。40歳で脱サラ、音楽
関連の仕事を主軸にする。旧東予市の喜左衛門まつりのテーマ
曲「喜左衛門参上」、徳島県海陽町竹ヶ島のイメージソング「竹ヶ
島きょうも晴」、「来島海峡」など多数制作。2008年「安芸灘
の風」をインディーズで発売。2010年ユニバーサルミュージッ
クよりメジャーデビュー。以後、第43回日本有線大賞「新人賞」
「有線問い合せ賞」、第44回日本作詞大賞「入賞」、第44回日
本有線大賞「ロングリクエスト賞」、第22回NAK日本流行歌大
賞「新人賞」、第54回日本レコード大賞「作曲賞」、2013年愛
顔（えがお）のえひめ文化・スポーツ賞「特別賞」等、受賞多数。
五木ひろしさんに「夜明けのブルース」「芙美子」「博多ア・ラ・
モード」提供。
現在もキーボード奏者とのユニット「レーモンド松屋&クニコ」
でコンサート、ファンの集い等、地元で精力的に活動する。レー
モンド松屋の４枚目シングル「東京パラダイス」（６月５日発売
予定）はNHKラジオの番組「ラジオ深夜便」内「深夜便のうた」
で４月〜６月放送。

五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
と

ア
・
ラ
・
モ
ー
ド

　

昨
年
の
１
月
に
ソ
レ
は
突
然
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
っ
た
く
面
識
の
な
い
、
歌
手
の
五
木
ひ

ろ
し
さ
ん
の
事
務
所
か
ら
「
歌
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
で
す
。

東
京
の
私
の
所
属
事
務
所
に
「
五
木
さ
ん
の

名
を
語
る
い
た
ず
ら
メ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た

け
れ
ど
、一
応
確
認
し
て
お
い
て
」
と
報
告
。

そ
の
後
、「
本
当
み
た
い
よ
」
と
連
絡
を
受

け
て
大
騒
ぎ
で
す
。

　

私
の
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
は
２
０
１
０

年
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
地

元
・
四
国
中
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
や
地
元

の
歌
を
つ
く
っ
た
り
。
今
治
市
の
関
前
・
岡

村
島
と
広
島
県
呉
市
間
の
安あ

芸き

灘な
だ

と
び
し
ま

海
道
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、「
島
の
方
々
が

元
気
の
出
る
よ
う
な
歌
を
」
と
頼
ま
れ
た
と

き
に
も
特
に
メ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
つ
も
り
は

な
く
、「
安
芸
灘
の
風
」を
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ（
自

主
）
制
作
。
歌
を
聞
い
た
中
央
の
音
楽
業
界

の
方
が
「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
有
線
放

送
で
反
応
を
見
た
と
こ
ろ
、
演
歌
お
問
合
せ

ラ
ン
キ
ン
グ
で
史
上
初
の
４
ヶ
月
連
続
１
位

と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
そ
の
年

に
第
43
回
日
本
有
線
大
賞
「
新
人
賞
」「
有

線
問
い
合
せ
賞
」
を
Ｗ
受
賞
。
翌
年
、
２
作

目
の「
雨
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
第
44
回
日
本
有
線
大
賞
「
ロ
ン
グ
リ
ク
エ

ス
ト
賞
」
を
受
賞
。
第
44
回
日
本
作
詞
大
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
出
演
し
た
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
五
木
さ
ん
が
「
い
い
曲
を
つ
く
る

な
あ
」
と
。
見み

初そ

め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
デ

ビ
ュ
ー
２
年
、
ま
だ
２
作
目
の
私
に
、
で
す
。

嬉
し
さ
半
分
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
半
分
。

　

五
木
さ
ん
か
ら
の
要
望
は
、
タ
イ
ト
ル

名
が
「
夜
明
け
の
ブ
ル
ー
ス
」、
曲
調
は
デ

ビ
ュ
ー
曲
「
よ
こ
は
ま
・
た
そ
が
れ
」
の
よ

う
な
ポ
ッ
プ
ス
っ
ぽ
い
も
の
を
。
私
は
、
ど

こ
に
行
っ
て
も
「
コ
レ
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ

RAYMOND　MATSUYAレーモンド松屋
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は
何
に
も
勝
る
も
の
で
し
た
。

　

今
度
は
五
木
さ
ん
か
ら
「
福
岡
・
博
多
に

後
援
会
が
立
ち
上
が
り
、
来
春
早
々
に
博
多

座
公
演
も
あ
る
の
で
、
博
多
の
ご
当
地
ソ

ン
グ
を
引
き
続
き
歌
い
た
い
」
と
頼
ま
れ
ま

し
た
。
急
き
ょ
、
博
多
取
材
で
中
洲
、
天

神
の
繁
華
街
は
じ
め
、
広
く
歌
の
材
料
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
戻
り
、
半
月
後
。
大

阪
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
再
会
で
、「
実
は

…
」
と
、つ
く
っ
た
デ
モ
テ
ー
プ
を
渡
す
と
、

「
え
っ
！　

も
う
！？
」
と
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ

る
と
同
時
に
と
て
も
喜
ば
れ
、
早
速
リ
ハ
ー

サ
ル
の
合
間
に
聞
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
「
博
多
ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
」。
そ
の
名
を
聞

い
た
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
笑
っ
た
タ
イ
ト
ル

は
、「
怒
ら
れ
へ
ん
か
な
、
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

し
て
る
と
…
」気
が
気
で
な
い
心
持
ち
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
袖
で
目
と
目
が
合
う
と
「
グ
ゥ
で

す
！
」。
即
答
に
、「
ホ
ッ
！
」
と
、
肩
の
力

が
抜
け
ま
し
た
。

　
「
最
新
の
、
流
行
の
、
洗
練
さ
れ
た
」
の

意
味
で
つ
け
た
「
ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
」。
４

月
の
新
曲
発
表
会
に
同
席
す
る
と
、「
博
多

ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
」
な
る
お
菓
子
の
詰
め
合

わ
せ
が
す
で
に
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
お
菓

子
同
様
に
歌
の
方
も
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
絶
好
調
を
キ
ー
プ
中
で
、
私
も
「
よ

か
っ
た
な
」
と
、本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

い
き
ま
す
。

　

年
末
に
は
「
夜
明
け
の
ブ
ル
ー
ス
」
で
第

54
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
の
「
作
曲
賞
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
に
私
の
身
近
な
生

活
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

が
む
し
ゃ
ら
に
演
奏
活
動
を
や
っ
て
き
た
若

か
り
し
頃
か
ら
今
ま
で
貫
い
て
き
た
音
楽
が

認
め
ら
れ
た
と
い
う
自
覚
や
安
堵
感
、
喜
び

る
松
山
の
歌
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
五
木
さ
ん
の
本
名
が
松
山
数か

ず

夫お

さ
ん
と

い
う「
松
山
」つ
な
が
り
の
偶
然
の
ラ
ッ
キ
ー

も
重
な
っ
て
、
松
山
・
二
番
町
を
モ
チ
ー
フ

に
出
来
上
が
っ
た
曲
は
一
発
Ｏ
Ｋ
。
４
月
１

日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便

の
う
た
」で
流
れ
続
け
、音
楽
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー

ト
も
急
上
昇
、
大
ヒ
ッ
ト
へ
と
つ
な
が
っ
て

▲ライブでは「レーモンド松屋＆ク
ニコ」で活動する
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　ＪＡ全農えひめは、県内ＪＡ代表者の声を事
業運営に反映させようと、４月23日、ＪＡ愛媛
で、今年度１回目の「系統経済事業意見交換会」
を開きました。
　会議には、県内12ＪＡの経営管理委員会会長、
代表理事組合長・理事長のほか、ＪＡ全農本所
から鈴木盛夫常務、愛媛県本部から豊田明夫
運営員会副会長と部長以上の幹部職員、グルー
プ会社の社長などが出席。事業概況と「３か年
計画」等事業重点施策、25年度からスタートし
た「トータルアグリード事業」について説明後、
意見交換を行いました。
　ＪＡ代表者からは、「円安とTPP問題への対応」
「事業計画の達成」「産地維持に向けた農家の手
取り向上対策」「県域一体での野菜・果実の販
売」「総合物流など物流改革による資材コスト
低減」「資材コスト低減の一層の取組強化」「飼
料価格高騰への支援対策」「高齢者等のくらし

を守る生活事業の支援対策」などについて要望・
提案が出され、全農本所・愛媛県本部からそれ
ぞれ対応状況と対策等を説明。最後に諏訪玄県
本部長が、「農家・組合員の負託にこたえるため、
目標の共有化、出向く営業・営農、事業の見え
る化等を徹底し、事業計画の目標達成と攻めの
農業を推進していきたい」とあいさつしました。

　愛媛県果樹研究同志会と愛媛県女性果樹同志
会は、５月16日松山市のＪＡ愛媛別館で第29回
合同総会を開き、牛川慎吾果樹研究同志会長（南
予果樹研究同志会・再任）、井上久美女性果樹
同志会長（西宇和女性果樹同志会・再任）ほか、
平成25年度の役員体制と事業計画、TPP断固反
対に関する特別決議を採択しました。
　25年度事業計画では、隔年結果是正対策と高
品質安定生産を最重点課題とし、関係団体と連
携し果樹産地構造改革計画の実践と果樹経営支
援対策事業の有効活用等に取り組むことを確認
しました。また、新役員を代表して牛川会長が、
「会員と共に歩む同志会として、皆さんの意見
を聞きながら新たな気持ちで、組織づくりと活
動を進めていきたい」とあいさつしました。
　25年度の役員は次のとおり（敬称略・カッコ
内は所属組織）。【果樹研究同志会】▽会長＝牛
川慎吾（南予・再）▽副会長＝松浦喜孝（西宇和・

再）、石橋仁志（えひめ中央・再）▽監事＝菊
池政弘（西宇和・再）、和田庄司（えひめ中央・
再）、玉川隆則（愛媛たいき・新）
【女性果樹同志会】会長＝井上久美（西宇和・再）
▽副会長＝岡田孝子（南予・再）、有田恵子（え
ひめ中央・再）▽監事＝青井和子（えひめ中央・
再）、長木真由美（南予・再）、戎居和子（えひ
め中央・新）

●25年度第１回系統経済事業意見交換会

ＪＡ代表者と系統経済事業の連携・推進に向け意見交換行う

●愛媛県果樹同志会　第29回合同総会

牛川会長と井上会長ほか役員体制決める～TPP断固反対に関する特別決議を採択
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●えひめの食販売推進統括本部
「愛のくにえひめ営業本部」との連携を強化！

　今後は、両本部が愛媛産農畜産物の販売拡大
と農家の経営安定という共通の目的に向けて、
全体会議や事業別検討会、事務局会を開催する
中、目標額等を設定し進捗状況の確認や具体策
の検討・調整を進めていきます。

　ＪＡ全農えひめは、「えひめの食」商品の販路
開拓を推進するため、部門間連携・横断による
推進体制として、「えひめの食販売推進統括本部」
（統括本部長＝髙橋勉ＪＡ全農えひめ副本部長）
を設置し、愛媛県「愛のくにえひめ営業本部」（加
藤龍彦営業本部長）との連携強化により、えひ
めブランドのイメージアップや販売促進等に取
り組むことにしています。
　５月７日には、両本部のメンバーなど36人が
集まり、連携強化にむけて、第１回「事業連携
打ち合わせ会」を開催しました。
　会では、両本部の概要と取り組みを報告した
後、事業・品目別に連携強化に向けて具体策を
提案しながら意見交換しました。

　ＪＡ全農えひめは、４月18日、西予市野
村畜産総合振興センターで「第18回愛媛県
子牛品評会」を開き、優等賞（県知事賞）
に雌の部で村上克也さん（ＪＡひがしうわ）
の出品牛「なぎさ」、去勢の部は矢野隆俊
さん（ＪＡ愛媛たいき）の「金栄」が選ば
れました。
　品評会には、生後１年未満の県内産黒毛
和種143頭（雌牛の部59頭、去勢の部84頭）
が出品され、月齢に見合う発育をしているか、
体積、子牛としてのバランス、資質、品位な
どを基準に審査し、各賞が決まりました。
　品評会後は、今年度第１回の和子牛臨時
市場を開き、140頭を販売。１頭あたり平
均販売額は雌が354,103（前回〈２月〉比
197円安）、去勢が424,097円（同比5,925円安）
でした。
　その他の入賞者は次の皆さんです（カッ
コ内はＪＡ名）。【雌の部】▽１等賞＝井上
勉さん（ひ
がしうわ）、
藤原輝明さ
ん（同）【去
勢の部】▽
１等賞＝宮
本 賢 吾 さ
ん（ひがし
うわ）、池
田一成さん
（えひめ南）

　５月３日・
４日の２日
間、東温市
の愛媛県農
林水産研究
所農業研究
部花き研究
指 導 室 で、
第48回「 え
ひめ花まつり」が開かれ、ＪＡ全農えひめ
も会場内でデルフィニウムなどの花を展示
しました。
　この催しは、花に親しんでもらい花の消
費拡大につなげようと、毎年開かれている
もの。花と緑にふれあう様々な催しに大
勢の来場者で賑わいました。また、５月
３日には、「えひめ花まつり花のコンクー
ル」表彰式が行われ、ＪＡ全農えひめを通
じてデルフィニウムを出品した寺田嘉明さ
ん（ＪＡ周桑）が中国四国農政局長賞を受
賞しました。
　ＪＡ全農えひめ関係の主な受賞者は次の
皆さん（敬称略。カッコ内はＪＡ名）。
▽愛媛新聞社長賞＝阿部真次郎（おちいま
ばり）▽あいテレビ社長賞＝長井利幸▽全
農愛媛県本部長賞＝上田武志（愛媛たいき）
▽丸今青果㈱社長賞＝堀本幸雄（同）

●第18回　愛媛県子牛品評会

県知事賞に村上さん、矢野さん
●�第48回えひめ花まつり「花のコ
ンクール」

デルフィニウム等を展示しＰＲ

▲�去勢の部で県知事賞の矢野さんと「金栄」
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インフォメーション

さわやか市
インフォメーション

得々会
●℡／0895-32-2381

●営／９：30～19：30（11～２月は19：00）

●休／無休

●住／宇和島市津島町岩松682

　　　Ａコープつしま店内

インフォメーション

にこにこ市
●℡／0895-58-2440

●営／９：30～19：00

●休／無休

●住／宇和島市三間町宮野下525

　　　Ａコープみま店内

●℡／0895-42-1661

●営／９：30～19：00（10～３月は18：30）

●休／無休

●住／北宇和郡松野町松丸314

　　　Ａコープ松野店内

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.150

温暖な風土、あたたかい人柄が育てた農産物で産地と食卓をつなぎます
さわやか市 ～Ａコープつしま店～

高速道路開通でひとっ走り、三間。日常づかいの旬野菜がもっと身近に
にこにこ市 ～Ａコープみま店～

森の国で採れました！　特別・お得な［トク×トク］産直コーナー

得々会 ～Ａコープ松野店～
・ ・

　

14
年
ほ
ど
前
に
近
く
に
競
合
店
が
出
店
す
る
こ
と

に
な
り
、
Ｊ
Ａ
店
舗
の
特
色
を
生
か
し
た
店
づ
く
り

と
し
て
「
さ
わ
や
か
市
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷

者
は
宇
和
島
市
津
島
町
内
の
生
産
者
約
40
名
。
野

菜
、
果
物
、
花
き
、
加
工
品
が
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー
に
多

く
の
お
客
様
が
早
朝
か
ら
来
店
、
目
当
て
の
生
産
者

の
農
産
物
を
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
買
わ
れ
る
な
ど
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏

場
は
種
類
・
量
と
も
に
増
え
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
夏
野
菜
、
ス
イ
カ
に
イ
チ
ジ
ク
、
ハ
ウ

ス
ミ
カ
ン
も
出
て
き
ま
す
。
折
々
に
色
白
レ
ン
コ
ン
や
、
緑
色
ナ

ス
、
赤
い
大
根
、
ハ
ー
ブ
や
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
な
ど
の
珍
し
い
も
の
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
で
は
“
争
奪
戦
”
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。「
新

鮮
で
、
品
が
よ
く
て
、
安
い
」
と
お
客
様
の
評
価
も
高
く
、
現
在

の
広
さ
は
約
30
㎡
。
今
後
は
端
境
期
も
商
品
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
生
産
者
と
協
力
し
つ
つ
、さ
ら
に
拡
充
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

津島高田ＩＣ

三間ＩＣ

松
山
自
動
車
道

N

宇和島市 松野町

鬼北町

宇和島

伊
予
宮
野
下

56

320

至
愛
南
町

←

道の駅
虹の森公園まつの
道の駅
虹の森公園まつの

道の駅
森の三角ぼうし
道の駅
森の三角ぼうし

道の駅 みま道の駅 みま

成川渓谷

滑床渓谷

★★

★★

★★

★さわやか市
❶

❷

❸

★
得々会

にこにこ市

★

【広域map】 【ピンポイントmap】❶

家
と
店
と
連
携
し

盛
り
上
げ
て
い
こ
う

農

56

N

さわやか市
★

★
岩松小学校
★

岩松小学校

★
宇和島市役所
津島支所

★
宇和島市役所
津島支所

Ａコープつしま店Ａコープつしま店

よんさいやよんさいや

★
ＪＡえひめ南
岩松支所

★
ＪＡえひめ南
岩松支所

津島病院★津島病院★

岡本　　弘さん
（Ａコープつしま店　店長）

「ＪＡグループのらしさ
4 4 4

が生きた『さ
わやか市』です。春から夏にかけては
晩柑類からカラフルな野菜まで、色彩
も豊かなコーナーになっています」

▲�出荷会員は定員約40名、後には会員待ちの方も控えている「さわやか市」
は徐々にスペースを広げている

▲�調味料コーナーには地元女性グループの手づく
り加工品も並ぶ。「さわやか市」の後は店内も
チェック！

　Ａコープつしま店の隣にはＪＡえひめ
南津島支所女性部が運営する立ち寄り
スポット「よんさいや」があります。軽
食やドリンクでひと休み、かわいい手
づくり小物も並んでいます。買い物帰り、
通院途中、バス待ちにと、様々な人が
利用する地域の交流拠点です。

憩

▲�気さくなスタッフとの会話も楽しい憩
いの場

ちょっと、寄ってみて！

▲�名前がしっかりとわかる大きなポップはＡコープつし
ま店のアイデア。さりげないひと工夫がお客様に安心
や信頼を届けている
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インフォメーション

さわやか市
インフォメーション

得々会
●℡／0895-32-2381

●営／９：30～19：30（11～２月は19：00）

●休／無休

●住／宇和島市津島町岩松682

　　　Ａコープつしま店内

インフォメーション

にこにこ市
●℡／0895-58-2440

●営／９：30～19：00

●休／無休

●住／宇和島市三間町宮野下525

　　　Ａコープみま店内

●℡／0895-42-1661

●営／９：30～19：00（10～３月は18：30）

●休／無休

●住／北宇和郡松野町松丸314

　　　Ａコープ松野店内

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.150

温暖な風土、あたたかい人柄が育てた農産物で産地と食卓をつなぎます
さわやか市 ～Ａコープつしま店～

高速道路開通でひとっ走り、三間。日常づかいの旬野菜がもっと身近に
にこにこ市 ～Ａコープみま店～

森の国で採れました！　特別・お得な［トク×トク］産直コーナー

得々会 ～Ａコープ松野店～
・ ・

　

高
速
道
路
三
間
Ｉ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｃ
か
ら
車
で
約

５
分
の
Ａ
コ
ー
プ
み
ま
店
。
店
内
は

地
元
・
宇
和
島
市
三
間
町
の
生
産
者

32
名
に
よ
る
約
25
㎡
の
「
に
こ
に
こ

市
」
が
あ
り
ま
す
。
店
頭
で
不
定
期

に
行
っ
て
い
た
産
直
市
は
、
平
成
16

年
６
月
に
Ａ
コ
ー
プ
み
ま
店
で
部
会

を
立
ち
上
げ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。
開
設
当
初
か
ら
の
「
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
、
盛
り
上
げ
よ

う
」
と
い
う
熱
心
な
部
会
員
の
方
々

の
情
熱
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ニ

コ
ニ
コ
元
気
な
生
産
者
の
農
産
物
に

は
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
コ
ー
プ
従

業
員
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
接
客
を
心

が
け
、
つ
ら
れ
て
お
客
様
も
思
わ
ず
ニ
コ
ニ
コ
。
心

ふ
れ
あ
い
、
顔
が
見
え
る
お
つ
き
あ
い
が
長
～
く

続
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
み
ま
店
の
「
に

こ
に
こ
市
」
を
き
っ
か
け
に
、

Ａ
コ
ー
プ
松
野
店
に
も
直
売

コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
と
生
産

者
が
提
案
。
平
成
17
年
に
始

ま
っ
た
「
得
々
会
」
は
、
設

立
当
初
か
ら
会
を
引
っ
張
っ

て
い
る
竹
葉
会
長
以
下
13
名

が
出
荷
す
る
純
度
１
０
０
％

の
松
野
町
産
農
産
物
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
の

特
徴
を
生
か
し
た
椎
茸
や
ユ

ズ
、
梅
、
桃
、
茶
、
甘
み
の
の
っ
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
は
殊
更
に
お
ス
ス

メ
。
５
㎡
と

ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
る

の
で
鮮
度
の

い
い
も
の
が

早
く
回
転
し

て
い
き
ま
す
。

【ピンポイントmap】❷

❸ 【ピンポイントmap】

新
緑
エ
キ
ス
た
っ
ぷ
り

い
き
い
き
新
鮮
農
作
物

に
こ
や
か
笑
顔
で

お
出
迎
え

N

283

278

★三間中学校★三間中学校

★
三間高校
★
三間高校

三間小学校
★

三間小学校
★

★ＧＳ★ＧＳ

ＪＡえひめ南
三間町支所
ＪＡえひめ南
三間町支所

★★ ＪＲ伊予
宮野下駅

ＪＲ
予土
線

★
にこにこ市
Ａコープみま店Ａコープみま店

ＪＲ松丸駅

ＪＲ予土線 381

N

　道の駅
★虹の森公園まつの
　道の駅
★虹の森公園まつの

★松野町役場★松野町役場
★
　郵便局
★
　郵便局Ａコープ松野店Ａコープ松野店

ＪＡえひめ南
松野支所
ＪＡえひめ南
松野支所

★★★
得々会

富永　竜二さん
（Ａコープ松野店　青果、生産者コーナー担当）

「鬼北地方の原木を使った生椎茸、木成り
の完熟ミニトマトなど、産直ならではの
松野の味をどうぞお召し上がりください」

▲�入口の前にはおトクな地元産・
得々会の農産物

大根　加代さん
（Ａコープみま店　レジ担当）

「私、大根（おおね）が
持っている大根のよう
に（笑）、元気な野菜が
そろっています。当店は
ＪＲ宮野下駅から徒歩１
分。花咲き、お遍路さん
が行き交う三間へはＪＲ
予土線でコトコト揺られ
て来るのもまたいいです
よ。散策がてらお立ち寄
りください」

▲�三間町はかつて、玉ネギの県
指定産地。今もシャキシャキ、
甘い玉ネギが年中並ぶ

▲�まじめな生産者の気持
ちにジーンとくる「わ
けありきよみ」。思わ
ず手が出る「雨ニモ風
ニモ負けずレモン」（負
けないで～! ! ）

▲�夏場はホウレンソウなどの葉物野菜、キュウリにト
マトにコーンにスイカ、ブドウもおいしい。四万十
川の上流・三間川が流れる肥沃な三間盆地の恵みが
いっぱい

▲�店内には地元の鬼北茶が並ぶ
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
五
月
晴
れ
の
日
に
、
子
ど
も
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
た
途
中
で
、
私
た
ち
と
反
対
側
の
歩
道
を
二

列
に
並
ん
で
元
気
よ
く
歩
い
て
き
た
大
勢
の
中
学
生
に

会
い
ま
し
た
。
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
す
る
と
、
大
き
な
声
で
行
列
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
響
き
渡
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
さ
ん
た
ち
で
あ
れ
ば
、「
い
じ

め
」
等
な
い
だ
ろ
う
な
と
、
ふ
っ
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
と
い
う
の
は
相
手
を
喜
ば
し
て
く
れ
て

幸
せ
に
し
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
元
気
な
若

い
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
一
杯
い
た
だ
い
た
１
日

で
し
た
。

	
	

（
西
条
市
・
近
藤　

明
美
さ
ん
）

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
。
農
家
で
あ
り
な
が
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
賛
成
す
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
・
加
入
す
れ
ば
、
農
民
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

周
知
徹
底
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
濱
田　

長
男
さ
ん
）

●
先
日
、
Ｊ
Ａ
周
桑
の
直
売
所
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
感
謝
祭
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
、当
日
は
、周
ち
ゃ
ん
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
も
初
お
披
露
目
で
、
県
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
大

集
合
し
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。「
周
ち
ゃ

ん
広
場
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
売
り
場
が
大
き
く
な

り
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
竹
中　

由
香
里
さ
ん
）

●
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
取
り
組
み
は
と
っ
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
松
山
空
港
の
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
は
ニ
ュ
ー
ス

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た

が
、
愛
媛
の
み
か
ん
の
美
味
し
さ
を
も
っ
と
積
極
的
に

全
国
に
発
信
し
て
も
ら
う
い
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

	
	

（
松
前
町
・
仙
波　

比
佐
子
さ
ん
）

●
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
た
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
共
同

購
入
研
修
会
。
最
近
は
、Ｃ
Ｍ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も「
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
」
な
ど
宅
配
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」は
そ
う
い
う
サ
ー

ビ
ス
な
ん
で
し
ょ
う
か
？　

共
働
き
の
世
帯
が
多
い
の

で
、
需
要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

	
	

（
松
山
市
・
中
平　

寛
子
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
は
、
昨
年

10
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
約
１
０
０
０
ア
イ
テ
ム

の
カ
タ
ロ
グ
商
品
の
中
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
サ
イ
ト
か
ら
24
時
間
、３
６
５
日
注
文
を
受
け
付
け
、

数
日
中
に
ご
自
宅
や
指
定
の
場
所
に
配
送
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
注
文
書
に
記

入
し
て
Ｊ
Ａ
窓
口
に
持
ち
込
め
ば
注
文
で
き
る
な
ど
、

注
文
方
法
を
選
べ
る
の
も
特
徴
で
す
。
今
後
は
、
取
り

組
み
Ｊ
Ａ
も
順
次
拡
大
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄

り
の
Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
私
は
い
つ
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
生
き
て
お
り
ま
す
。
知
ら
な
い
間
に
笑
顔
が

出
て
、
な
ぜ
か
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
父
親
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
、母
親
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
正
反
対
で
す
が
、

私
は
母
親
似
だ
と
思
い
ま
す
。「
笑
顔
は
幸
せ
の
魔
法
」

と
私
も
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
日
笑
顔
で
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
北
原　

里
香
さ
ん
）

●
藤
崎
さ
ん
の
「
笑
顔
は
幸
せ
の
魔
法
な
の
で
す
！
」
を

読
み
、
日
々
の
仕
事
、
私
生
活
を
振
り
返
り
反
省
さ
せ

ら
れ
る
所
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
ふ
と
私
が
入

社
し
た
頃
の
会
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
思
い
出
し
ま
し

た
。「
あ
な
た
の
笑
顔
も
小
さ
な
親
切
」
で
し
た
。
笑

顔
は
、
お
客
様
に
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
の
幸
せ
の

た
め
に
も
あ
る
の
で
す
ね
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

節
男
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

４
月
号
の
答
え
は
「
4
月
14
日
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

渡
部　

奏
美
さ
ん
（
松
山
市
）　　

田
上　

満
代
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

土
居　

栄
次
さ
ん
（
松
前
町
）　　

大
西
コ
ズ
エ
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

岡
林　

眞
弓
さ
ん
（
今
治
市
）　　

益
崎　

君
枝
さ
ん
（
上
島
町
）

別
府　

仁
吾
さ
ん
（
今
治
市
）　　

村
越
久
美
子
さ
ん
（
今
治
市
）

武
田　

五
月
さ
ん
（
西
条
市
）　　

松
本　

信
哉
さ
ん
（
久
万
高
原
町
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
７
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
８
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

■「ちびっこ限定野菜すくい」
◇日時：平成25年６月22日㈯10：00 ～15：00
◇場所：ＪＡ愛媛たいき「たいき産直市	愛たい菜」
◇内容：	水に浮かべたトマトやキュウリなどの

夏野菜をすくう、ちびっこ限定のイベ
ントです。１回100円。求む、挑戦者！

※	読者・ＪＡから提供のあったイベントを紹
介します。

6
月
10
日
か
ら
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
の
募
集

を
開
始
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝
活

動
は
、
何
回
目
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？ 

「
○
○
回
目
」

イベント情報

★今年も東温市のＪＡグリーン
えひめが隣接するれんげ畑を
無料開放し、５月８日には、地
元の幼稚園と保育所の園児が
畑を駆け回り、相撲をとった
り、れんげの首飾りや冠づく
りなど、れんげ畑ならではの
遊びを満喫していました。れ
んげ畑が減ってきた中、南吉
井保育所の玉乃井京子所長が、
「子どもたちが自然の中で一緒
に遊べる畑を提供してもらっ
てありがたい。子どもたちに
とって良い思い出になるだろ
う」とおっしゃっていましたが、
子どもたちが元気に駆け回る
ことのできるれんげ畑を地域
に残していきたいものです。

（正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約66kcal
枝豆（むき身）	 120ｇ
大根	 100ｇ
たらこ	 60ｇ
塩	 少々

〈作り方〉
①　枝豆は茹でて、薄皮もとっておく。
②　Ⓐを混ぜ合わせて瓶（または密封容器）へ移
し、①を一昼夜漬け込む。

※パスタ和え、炊き込みご飯にしたり、フランス
パンなどにのせてサーモンやクリームチーズと
あわせてもよい。
※１～２週間で食べきる。

枝豆オイル漬け 枝豆と大根のたらこ和え枝豆エスニック

〈作り方〉
①　タカの爪は種を取り小口切りにし、Ⓐを合わ
せておく。

②　枝豆は塩でもんで産毛をとり、沸騰した湯で
茹でて、ザルにとる。

③　②が熱いうちに、①につける。

〈作り方〉
①　枝豆は茹でて、サヤから出す（薄皮もとる）。
②　大根は１㎝程度の角切りにし、塩をふってし
んなりとしたら水気を切る。

③　①と②をたらこで和える。

〈材料・４人分〉　　※１回25ｇで57kcal
枝豆（むき身）	 200ｇ
　ニンニク（みじん切り）	 大さじ１
　塩	 大さじ1/2
　オリーブオイル	 200ｇ

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約83kcal
枝豆（さや付）	 150ｇ
塩	 少々
　醤油	 大さじ３
　豆板醤	 小さじ１
　ニンニク（みじん切り）	 小さじ１
　ショウガ（みじん切り）	 大さじ１
　長ネギ（みじん切り）	 1/3本
　ゴマ油	 小さじ２
　タカの爪	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
枝
豆
エ
ス
ニ
ッ
ク
、（
後
方
）
枝
豆
オ
イ
ル
漬
け
、（
右
）
枝
豆
と
大
根

の
た
ら
こ
和
え

Ⓐ

Ⓐ

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中対策にぴったりの
飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの飲料
です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオフ仕上
げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん

【果汁10％未満】 490ml 900ml

「畑のエメラルド」で、
暑い夏を乗り切ろう

今月の素材

枝豆

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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